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生
ま
れ
育
っ
た
街
。
想
い
出
の
詰
ま
っ

た
街
。
建
物
や
街
並
み
は
震
災
で
す
っ
か

り
変
わ
っ
た
け
ど
、
ふ
と
通
っ
た
路
地
や
、

道
端
に
子
ど
も
の
頃
の
想
い
が
よ
み
が
え

る
街
。
Ｊ
Ｒ
と
芦
屋
川
の
交
点
の
北
東
に

あ
っ
た
祟
信
幼
稚
園
へ
、
子
ど
も
だ
け
で
通

え
た
車
の
少
な
か
っ
た
幼
稚
園
時
代
。
午

後
か
ら
は
先
生
も
一
緒
に
裏
山
で
（
今
は
住

宅
地
で
す
が
）
遊
べ
た
山
手
小
学
校
時
代
。

悲
惨
な
事
故
で
旧
友
を
亡
く
し
、
そ
れ
以
降

マ
ラ
ソ
ン
が
な
く
な
っ
た
山
手
中
学
時
代
。

自
我
に
目
覚
め
（
？
）
、
か
な
り
や
り
放
題
だ

っ
た
県
芦
時
代
。
常
に
芦
屋
の
街
に
、
人
に
、

　
　

影
響
を
受
け
て
き

　
　

た
の
で
し
ょ
う
ネ
。

　
　
　

祖
父
・
故
ハ
ナ
ヤ

　
　

勘
兵
衛
が
仕
事
の

　
　

基
点
を
置
い
た
街
。

文
化
人
が
多
く
、
ま
た
文
化
に
理
解
の
あ
る

旦
那
衆
の
息
吹
が
聞
こ
え
た
街
。
お
お
ら
か

な
交
流
が
新
し
い
文
化
を
生
み
出
し
、
写
真

だ
け
で
な
く
絵
画
や
造
形
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
波
を
か
ぶ
せ
、
俳
諧
や
書
道
に
も
影
響
を

与
え
た
と
聞
い
て
ま
す
。
新
し
モ
ン
好
き
の

人
が
多
い
街
だ
っ
た
の
か
な
？　

祖
母
・
玉

子
が
、
祖
父
の
活
動
を
支
え
た
街
。
そ
の
祖

母
が
奥
様
が
た
や
街
の
女
性
た
ち
と
暖
か

い
交
流
を
楽
し
ん
だ
街
。
好
き
な
こ
と
を
し

て
い
た
祖
父
の
影
で
、
ず
い
ぶ
ん
苦
労
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
祖
母
は
い
つ
も
気
丈
な

明
治
の
女
性
で
し
た
。

気
に
入
ら
な
け
れ
ば
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

と
ケ
ン
カ
も
辞
さ
ず
、
で
も
病
院
で
は
看
護

婦
さ
ん
た
ち
に
「
桑
田
さ
ん
の
笑
顔
に
は 
癒 

い
や

さ
れ
る
わ
ぁ
」
と
い
わ
れ
た
カ
ワ
イ
イ
祖
母

の
住
ん
だ
街
。

　

親
父
が
、
文
化
人
で
も
あ
っ
た
祖
父
か
ら

商
売
を
引
き
継
ぎ
、
思
い
き
っ
り
苦
労
を
し

た
街
。
で
も
、
そ
ん
な
親
父
が
「
こ
の
街
や

か
ら
、
あ
の
親
父
や
か
ら
頑
張
れ
た
」
と
言

っ
た
街
。
あ
の
ヘ
ン
コ
ツ
な
親
父
が
こ
の

街
の
多
く
の
方
達
と
の
交
流
で
柔
ら
か
く

な
っ
た
街
。

　

犬
を
連
れ
て
芦
屋
川
を
散
歩
し
て
る
と
、

今
で
も
親
父
が
対
岸
を
歩
い
て
い
そ
う
な
、

心
和
む
散
歩
道
の
あ
る
街
。
そ
ん
な
芦
屋

の
街
が
、
私
も
好
き
で
す
。
小
さ
い
け
ど
美

し
い
街
。
私
が
子
ど
も
の
頃
に
は
、
道
路
の

舗
装
率
と
自
家
用
車
保
有
率
、
電
話
の
保
有

率
は
全
国
一
と
い
わ
れ
た
お
金
持
ち
が
住

む
街
も
、
今
は
震
災
で
赤
字
都
市
！
エ
ラ
イ

コ
ト
で
す
な
ぁ
！　

で
も
、
ミ
ン
ナ
で
頑
張

っ
て
、
エ
ェ
街
を
次
世
代
に
残
し
た
い
ナ
ァ
。

一
本
芯
の
通
っ
た
オ
シ
ャ
レ
な
街
。
見
た

目
は
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
心
も
温
ま
る
街
。

そ
ん
な
街
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
か
た
と

と
も
に
住
み
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

●
桑
田
誠
司
（
く
わ
た　

せ
い
じ
）氏

　

昭
和
二
十
三
年
、
市
内
前
田
町
生
ま
れ
。

平
成
五
年
よ
り
、
㈱
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
三
代
目

社
長
。
写
真
家
で
あ
っ
た
祖
父
・
ハ
ナ
ヤ
勘

兵
衛
（
桑
田
和
雄
）
は
平
成
三
年
に
逝
去
。 

　

そ
の
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
社
屋
・

住
居
が
全
壊
。
平
成
九
年
、
新
社
屋
完
成
。

　

平
成
十
三
年
、
父
・
桑
田
博
義
逝
去
、

今
年
五
月
、
祖
母
・
玉
子
が
逝
去
し
た
。

　

趣
味
は
ス
キ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
な
ど
。
世
話
好
き
と
酒
好
き
は
祖

父
の
隔
世
遺
伝
。
髪
の
毛
は
親
父
似
で
顔

は
母
親
似
。
性
格
は
、
歳
と
と
も
に
親
父
に

似
て
き
て
い
る
ら
し
い
（
息
子
談
）
。

不動産公売のお知らせ

問い合わせ
収税課　  38-2014

　市税の滞納により差し押さえた不動

産を入札の方法で公売(再公売)します。

　入札にはどなたでも参加できます。

■所在地　滋賀県高島市安曇川町中野

字の別荘地(びわこ台)　■公売区画　

８区画　■面積　315㎡(８区画の平均

面積）　■公売日時　７月28日(木)午

前11時～11時30分(午前10時45分まで

にご来場ください。納付等により中止

になる場合があります。)　■会場　

市役所北館２階第３会議室

　※公売物件の詳細につきましては、

　　公売広報、市ホームページを参照

　　してください。

◇ホームページ：

   http//www.city.ashiya.hyogo.jp/

警察官に感謝状を贈呈
問い合わせ　秘書課　  38-2000

　

私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
市

民
生
活
の
安
全
や
市
内

の
治
安
維
持
な
ど
に
功

績
の
あ
っ
た
警
察
官
に

対
し
、
七
月
七
日(

木)
「
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運

動
〟

市
民

の
集

い
」
に
お
い
て
、
山
中

市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
す
。

杉森　弘幸　氏
交通課事故捜査係

　適切な交通事故処理およ

び事故に絡む相談等に誠意

を持って取り組み、芦屋市

の交通安全の確保に大きく

貢献。

住田　正富　氏
警務課警務係

　日常生活に最も密着した

交番勤務の後、警務係とし

て多数の来署者に対し、誠

心誠意務め市民の信頼を得

ることに貢献。

ガードレールに付着した金属片について

問い合わせ　道路課　  38-2062
　

道
路
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
付
着
し
た
金
属

片
に
よ
る
事
故
発
生
以
来
、

全
国
的
規
模
で
緊
急
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
六
月
三

日
点
検
の
結
果
、
市
道
お
よ

び
県
道
で
各
々
三
カ
所
発
見

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
お
気
づ
き
に
な
り

ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

県道で見つかった金属片

地域の防災情報メディア

問い合わせ
防災対策課　  38-2093

   「ひょうご防災ネット」は携帯電話か

ら防災情報を知ることができるメディア

です。登録者へは更新のたびにメールで

お伝えし、防災情報を提供します。

　この防災情報は、市のホームページで

もご覧いただけます。

ひょうご防災ネットのアドレス

http://bosai.net/ashiya/

水道水源保全作戦
問い合わせ　水道部総務課　  38-2080

　「水道週間」(６月１日～７日)の一環とし

て、６月３日(金)に市の水道水源である芦

屋川上流部の清掃を、生活環境部と芦屋健

康福祉事務所、芦屋カンツリー倶楽部、水

道工事業協同組合の協力を得て実施し、今

年は780㎏ のゴミを回収しました。

　タイヤ、アルミホイール、掃除機、バー

ベキューセットなどのほか、道路ぎわには

自動車の窓からポイ捨てされた空き缶など

が多くありました。市の自己水源である芦

屋川の保全は大切

です。

　市民の皆さんの

ご理解とご協力を

お願いします。 780kgのごみの山

「
芦
屋
」
と
い
う
街

撮影・桑田敬司

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【７月】

問い合わせ水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

　　店　名 TEL 当番日

担当する町名　　称

奥山、奥池町、奥池南町、山手

町、山芦屋町、東芦屋町、西山

町、三条町、大原町、船戸町、

松ノ内町、月若町、西芦屋町、

三条南町、上宮川町、業平町、

前田町、清水町

山芦屋在宅介護

支援センター

山芦屋町140番地

(グループホーム・

アクティブライフ

山芦屋内)

六麓荘町、岩園町、翠ケ丘町、

親王塚町、楠町、朝日ケ丘町、

東山町

あしや聖徳園

在宅介護支援

センター

　在宅介護支援センターは、高齢者の身近な

相談窓口として市が業務委託し、総合的な相

談に応じるとともに関係機関と連携し、各種

福祉サービスの利用代行や「介護予防プラン」

の作成などを無料で行っています。

在宅介護支援センター新規開設のお知らせ
問い合わせ　高年福祉課　  38-2044

　７月１日、山手小学校区担当の「山芦屋在宅

介護支援センター」がオープンします。

　これに伴い、現在のあしや聖徳園（山手中学校

区）の担当地域が右表のとおり変更となります。

■連絡先　アクティブライフ芦屋(緯34-6500)

　※山芦屋アクティブライフは、現在開設準備

　　中のため、９月末まではアクティブライフ

　　芦屋(岩園町11-15)を連絡先としています。

　※現在すでにサービスを利用されているかた

　　については、現在のサービスを引き続いて

　　ご利用いただけます。　

～歌でつづる～　名曲コンサート　2005

■日時　８月27日（土）午後６時開演（５時開場）

■会場　ルナ・ホール　■出演　ソプラノ：芦

原昌子、斉藤言子、篠原美幸、松岡万希/メゾ・

ソプラノ：荒田祐子/テノール：田原祥一郎、畑

儀文/バリトン：伊藤正、藤村匡人/ピアノ：浅

井康子/マンドリン：粂井謙三/ギター：杉浦知

美/司会：北村あつ子　■プロデュース　小村亮

三　■プログラム　第１部「日本の歌より」わ

れは海の子、月の沙漠ほか／ 第２部「オペレッ

タ・オペラの名曲集」～「カルメン」や「椿姫」

ほかから抜粋　■入場料　3,000円(当日3,500

円)＜全席自由＞　※前売券売り切れの場合、当

日券は発売いたしません。未就学のお子さんの

同伴、入場はご遠慮ください　■チケット発売

モンテメール大蓄、市役所売店、文化振興財

団事務所、

ローソン

チケット、

チケット

ぴあ

問い合わせ　文化振興財団　緯31-4962




